
全国の国営事業の実施位置図

犬山頭首工

新濃尾地区 凡例（令和４年度）
● かんがい排水（101地区）
● 農地再編整備（29地区）
● 農地防災・地すべり（15地区）

印旛沼二期地区

宗吾北機場

クリーク（用排水路）

筑後川下流右岸地区

全国の農業・農村が舞台

「農業農村振興整備部会
令和元年度第4回 資料3」より

中央幹線放水路

和賀中央地区

農地の大区画化（情報化施工）

※３次元データを使用し、ICT建設機械を自動制御

車載モニター

南周防地区

新川河口自然排水樋門

新川流域二期地区

全 国

●水田 239万㏊

●畑 200万㏊

●農業用用排水路

約40万km以上

（地球10周分）

うち基幹的水路

約５万㎞

●ダム、取水堰、

用排水機場等

約7,600箇所
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食料の潜在的生産能力の引き上げ
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⽇本の農業・農村の基盤をつくる農業農村整備
食料の安定供給を確保する。

○ 全ての国民が、健康で充実した生活に欠くことのできない良質な食料を、合理的な価格で安定的に手に入れ
られること、それが農林水産省の責務です。

○ しかし、世界的な人口増加、地球規模の気候変動、新型コロナウイルスの感染拡大、さらに世界情勢の緊迫な
ど、食料の多くを輸入に依存する日本にとって、食料供給に影響を及ぼす様々なリスクが顕在化しています。

○ このようなリスクに備え、我が国の食料の潜在的生産能力『食料自給力』を引き上げるため『農業農村整備』
を強力に推進することが、農業工学系・農村振興技術系職員の大きな使命です。
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農業農村整備事業

農業農村整備事業により、良好な営農条件を備えた農地・農業用
水等の農業資源を確保し最大限活用

「食料自給力」とは、我が国における食料を生産する潜在的な力。
農産物では、農地・農業用水等の農業資源、農業技術、農業就業者
が構成要素。

※日本人の平均的な1人当たりの推定エネルギー必要量2,168kcal/人・日

「いも類中心の作付け」では、日本人の推定
エネルギー必要量を確保できるものの、より
私たちの食生活に近い「米・小麦中心の作
付け」ではこれを下回る状況。


